
 

■ 学校の共通目標                            【ＨＰ公開用・様式１】 

授業作り 重 

点 

学ぶ喜び、分かる喜びを味あわせ、確かな学力を育成するために、体験的な活動や発展的な

内容を取り入れた授業を行う。またタブレット端末および ICT 機器を用いるなど、個に応じた

様々な学習活動により、学習意欲の向上及び学習内容の定着を図る。 

環境作り 
ユニバーサルデザインと人権尊重の視点から、教室内および校内の掲示物の内容、色や

掲出位置に配慮し、誰もが集中して授業に取り組むことができるように環境を整える。 

■ 各教科の取組について 

教 

科 

学習状況の分析 

（各種調査から） 

学校が取り組む目標 

（日常の授業の様子などから） 

目標達成のための取組 

 

国 

語 

・基礎学力の定着が不十分

な生徒がいるが、「知識・技

能」における「漢字の読み書

き」がやや向上してきている。 

・全体的に自分の考えなどを

まとめて書くことに関して課

題がある生徒が多い。 

・授業や家庭学習における漢字の反復練

習や小テストの実施を行ったことで、全体

的には成果があり、学力の定着に効果が

あったので、今後も継続する。 

・授業の中で発言する場面や話し合い活

動および文章にまとめる機会を多く取り入

れて、生徒の思考を促す。 

①基本事項の反復学習 

②小テストの実施 

③話し合い活動の設定 

④デジタルドリルの活用 

 

数 

学 

・基礎的な知識の定着がや

や向上してきている。 

・文章を読み、的確に課題を

読み取り、適切に判断するこ

とに課題が見られる。 

・行った授業内容における、プリントを活用

することで、全体的な学力の向上に効果

があった。また、毎時間の提出を促すこと

で、提出への意識を高めることができたの

で、今後も継続する。 

①基本事項の反復学習 

②小テスト・単元テストの実施 

③デジタルドリルの活用 

④振り返りシートの活用 

 

理 

科 

・事象から共通点を見出し、

自分の考えを記述することに

課題のある生徒が多い。 

・基礎学力の定着が不十分

な生徒はいるが、身近な事

象についての理解はできて

いる。 

・思考する場面を意識して設け、論理的に

自らの言葉で考えを表現できるような力を

育成する。 

・学校（朝学習・授業）や家庭で基礎学力

の定着に向けてデジタルドリル等に繰り返

し取り組ませるとともに、自己の課題を克

服するために結果を分析させる。 

①基本事項の反復学習 

②単元の基礎知識を適宜確認 

③ワークシートや発問の工夫 

④デジタルドリルの活用 

 

社 

会 

・思考・判断・表現の正答率

が低いことから、基本的事項

の理解を思考につなげること

に課題が見られる。 

・地理的分野の方が歴史的

分野よりも正答率が高い。 

・発言する場面や文章にまとめる場面を授

業に多く取り入れて、生徒の思考を促す。 

・朝学習の時間にＡＩ対応ドリルに取り組ま

せる。配信する単元を指定する際、歴史的

分野に取り組ませる割合を多めに設定す

る。 

①基本事項の反復学習 

②単元ごとの確認テスト実施 

③活動的な学習の場面を設定 

④デジタルドリルの活用 

 

英 

語 

・既習の語彙、文法など基礎

的、基本的な知識の定着に

課題がある生徒がいる。 

・話す、書くなど表現する場

面で、既習事項を応用する

点で特に課題が見られる。 

・授業内でのゲームなどを通して、繰り返

し既習の語句や文法を使用する場面を設

定し、知識の定着を図る。 

・場面や状況を設定し、比較的簡単な言葉

でも表現できるような話題から生徒の発話

意欲を高め、徐々に表現力を高める。 

①基本事項の反復学習 

②単元ごとの確認テスト実施 

③ゲームアプリの使用 

④デジタルドリルの活用 

 

 

学力向上のための重点プラン【中学校】     新宿区立西新宿中学校 


